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 動物の可移直性脳瘍を同種動物の厳器内に移植し,その腫瘍の発生状態及び転移の形成状態奮
 演索する方法は数多く行なわれている。しかしその殆んどが脳,頒,肝,督,副腎などの実質性
 臓器に腫瘍細胞を注入するか,また胃,腸,膣,膀胱等の粘膜に}向らかの形で傷害を加えて後に
 移殖したものである。一方,正常粘膜への移植実験としては、肺匹対するものが古くから鑛んに
 行なわれているが,他の演舞での実験撮告は極めて少なく,脇胱においても少数例の報告をみる
 にすぎない。そこで私も膀胱の正常粘膜への移植の可能性を確実にすること,またその発生した
 腫瘍を弔いて種々攻る研究を行なうことを考え,吉田肉肺並びにAI“50を用いて経尿道的に
 ∫1擁だ内へ移植する方法を行政つた。
 実験動物としては誰の呑竜ラツテを用い,ビニールチューブを外尿道口より挿入し,これを通
 して牌瘍腹水を膀胱内に注入した。注入後は7日目に屠殺せるもの・14日で屠殺せるものおよ
 び自然死例の5群を作成し,また夫々の実験衡については腹水の膚無,膿瘍の形成状態,後腹膜
 リンパ腺腫張の有無を検索した。さらに組織学的には膀胱の腫瘍形成の有無とその進展状態を検
 索し.,また同時に転移の形成状態についても検討した。
 まず吉田肉腫移植群に鎖する膀胱の艀瘍形成状態をみると・脚湯形成は1'2週間屠殺例ε5砿e
 ～5a5%に,自然死働で9噛.5%に偲められた。また,組織学的1てみると,触瘍1細1匙はまず粘
 膜内で上甑直し,こ.れが細腰下層へと浸涯幽適していく傾向が認められた。さらに.水尿管形成は
 称磁期闘が長くなるにつれて高率に発生する傾向を示し,自然死例で76.196に認められ九。ま
 た後腹膜リンパ腺腫張は8日%以上と高峯であったが,腹水の認められた例は5・9%にすぎ左か
 つた。
 つぎにAH150移植群についてみると,IN瘍形成をみたものは1週間例で6t5%・2趨闘
 例で60.eg6,自然死側ては90.9%,全体では75.5%に認められた。組織学的にみると蔀煽
 細胞はまず粘膜に暫琶着し,内控に向って堵殖する傾向が強く,浸潤性増殖の傾向は吉田肉脚剛よ
 参も軽度であった。また,水尿管の形成は全体で75.5%と吉田肉躰働より多(,リンパ腺麗張
 液$2.5%を示した。腹水の貯溜は吉!ヨ丙豚例と同様に5.9%と少叙にのみ認められた。すなわ
 ち・!～鋤1妃に乳多ξ褻さ;撫た,1瘴霧扉霜i艶はう麿んど1要ガ(を形成しないこと力葦わかb,移iξ冠された1卿揚煮青簾径が正
 常な筋1髭枯痩莫に確実にτ移植されたことを示すものと、忠われ'る。
 つぎに遠隔転移についての検索として,斎脱に腫瘍の形成された例のうち,1,2週間副は吉・
 lB肉腫,AH・15G鋼共に各群4例,自然死例は7～8例を』無作為に選んで後腹膜リンパ曝・子
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 宮,昴巣,督,副腎,茄,肝,牌,胃,'小腸・庶について検索した。1週間例でみると,吉田肉
 脳移植例,.AHで50移植1列共に近接頴器への連続性浸潤は1凄めて軽度であるが躍後腹膜リンパ.
 腺への転移は全例に認められた。また・血行性と.曽一わ汽る肺,肝,脾および腎への転移は中等度へ
 軽度にみられ,また腎においてはilu行性転移の旭に逆行性転移と、署われる所見も認められ.た。2
 週間例でみると,まず吉田肉li・1・.後二i皇例でlt肺,ll』,岬及び腎への転移は4週間例と同様であるが,
 リンパ腺への転移と連続性転移はや、高度とな多,AH150洌では1週司例に比して腎の転移
 のみがや'離と価所見で塑た・離1ミ・鰍て?厚みると・2酬i淑比して両群とも糊
 な差を認めなかった。
 さらに臓器別に転移の発生頻度をみると,両群ともに大部分の例でリンパ腺への転移を認め,
 ついで肺では80.0～958%と多く.肝及び岬では6α0～81.乙%を示して肺に次ぐ成績で
 あった。腎への転移も比較的多く,吉田肉醇で6a8～8.Z5%,AH150例で60.D%趣示
 した。また,連続性と考えられる直腸への転移は少なく,僅か.に12・5～20.O%,内性器への
 転移も吉田肉腫群で458%,AH喋50群で555%と何れも比較的少次い成績であった。こ
 の他小腸への転移は僅かに認占うられたにすぎず,副腎,胃,膵への転移は両吾供全く認められな
 かった。以上¢成績から転移の形成状態は吉田肉llLllあるいはAH窪5臼そのものの性質によって
 形づくられるものではな(,移植された臓器すなわち膀胱の特異性に」二って左右されるものであ
 ることを示している様に思われる。
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 審..査結果の要旨
 動物の可移植性腹水腫瘍を同種動物の糠」莫へ移植する実験はいずれも傷害を加えて後に移植す
 る方法である。また一方,正常粘膜への移植実験も行支われていろが,肪への移植を除いては極
 めて少淡く,膀胱に赴いても極ぐ少数例の報告をみるにすぎない。そこで膀胱の正常糊莫への移
 植の可能性を確実にナること,またその発生した腫瘍を用いて種々叢る研究を行左うことを考え,
 吉田肉腫並びにAH150を用いてラッチの膀胱内へ経尿道的に腫瘍腹水を注入する実験を行な
 った。その結果,吉田肉腫では1,2週間屠殺例で50～58.3%に,自然死例で91.5%に腫
 瘍形成が認められ.この瞳瘍がまず粘膜内に増殖し,これが粘膜下層へと浸潤増殖していく傾向
 のあることがわかった。またA壬H50移植例についても1週間例で61.5%,2週間例で6α0
 9乱自然死例では9a9%に移植され,腫瘍細胞は粘膜に附着し,内腔に向って増殖する傾向が
 強く,浸潤性増殖の傾向は吉田肉腫例よりも軽度であることが示されている。更に水尿管の形成
 1#吉,田肉腫例で55.8%1て,AH150例では755%に,リンパ腺腫張は両群共に80%.以上
 に認めているが,腹水の貯溜をみている例は両群共5.9%で,腹水化の傾向が非常に少次ぐ,ヒ
 トの癌に近い形である。
 次に遠隔転移の発生についても各群発5～16例に対して、後腹膜リンパ腺,子宮.卵巣,賢,
 副腎,肺,肝,脾,胃,直腸,小腸,膵について詳細に検索を行浸ったが,1週間例では両群共
 近接臓器への連続性浸潤は軽度であるが～リンパ腺転移は検索した全例に辱血行性と思われる転
 移も軽度～中等度認められた他書腎では逆行性と思われる転移の所見を認めていろ。また2週間
 鋼でも略同様であるがリンパ腺及ぴ腎への転移がや、高度と浸り,自然死例では2週間例と略同
 様な成績を得ている。
 更に臓器別に転移の発生頻度を検索し、11ンパ腺,肺,肝,騨,腎に多く発生しア直腸}内性器,
 小腸への転移は比較的少なく,副腎,宵,膵へ二D転移は両群共全く認めたかったことから,これ
 ら・1購一の形成状態が,移植された腫瘍ではなく,臓器の特.異性によづて左右されているのではな
 いかと云う事も考えられる。
 即ちこの実験により・膀胱の正常粘膜へ腫瘍が移植される可能性が立証されヲ入癌での自家移
 植¢)問題,とくに多発性尿路腫揚の発生機序を解明する上に重要な足がかりになりうるものと考
 えられる。更に腫瘍形成状態や転移の成績からみて,ヒトの膀胱癌に類似した移植腫瘍であり、
 今後化学療法剤の5Creeningte8t等にも応用しうるものと考えられる。
 したがってこの論文¢t博士論文としての価値を有すると思われる。
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